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両書の映画︑映画製作者︑あ いは映画産業に対 るアプローチの近似性からも推察できるように︑リチーとアンダーソンにはそ 執筆以前に︑日本語の﹁青写真﹂があったというわけだ︒　
では︑これら二つの映画史の大きな違いは何かといえば リチー












して学生に読 せることはほとんどな ︒それ以後に発表された書籍や論文の中から︑各週のトピックにより適した読み物を選ぶことができるからだ︒しかし︑およそ半世紀前に書かれ 本書を︑わたしは学生たちに映画史の﹁参考資料﹂として読むことを勧め ︒隅から隅まで読む必要はないが︑自分の興味のある部分を読んでごらんなさい︑と︒なぜならば︑そこには 古き良き日本映画の最盛期に付着する活気や輝き︑時代の情熱 ようなも が包み込まれてる気がするからだ︒　
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した研究者だ︒例えば︑彼の古典的ハリウッド映画に関する論考は︑ハリウッド映画を研究する時だけではなく︑映画そのものを研究する際の﹁規範﹂を作り上げた︒しかし︑その規範そのも が︑いかに﹁植民地主義的 な考えの産物であり︑アメリカ中心主義への疑いの無さだったかを︑後年指摘され ことも付け加えておかなくてはならないだろう︒　
彼の認知理論に基づく映画へのアプローチ法や︑新形式主義的な
方法論など︑そ 独自な思考と解釈は︑著作が出版されるたびに論争の的となった︒なかでも日本映画研究に欠かせない必読書が︑O












































































































































別の意味で選んだ︒特に︑この本が﹁必ず読まれるべき﹂とは思わない︒しかし︑ ﹁日本映画研究のための必読書﹂について考えるとき︑佐藤忠男の仕事を無視するわけにはいかない︒彼は多産の作家である︒日本映画研究者が資料集めをする際︑まず足を運ぶのが早稲田大学演劇博物館図書室だ ︑その蔵書検索機能で 著者名
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藤の書き めたエッセイの集成であり︑映画分析をするにあたっての一定 方法論が提示されて わけではない︒また︑一冊の書籍
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特集   日本研究の道しるべ――必読の一〇〇冊
知ることができる︒映画学︑特に日本映画研究というディシプリンが︑英語圏ではそれほどたくさんの人口を抱えていな せいかもしれない︒日本映画そのものが一九九七年 起こった﹁日本映画のルネッサンス﹂以来︑アニメーション以外にこれとい 大き 人気作を輩出して ないせいもあろう︒ま ︑日本そのものが新社会主義のあおりでめざまし 発展を続ける中国の陰になり︑世界からの主要国として注目を得られていないせいか 理由の種はつきない︒しかし︑一つ明らかなことは 語︑英語︑この二つの文化圏の間での日本映画を媒介とする﹁対話﹂は
C






































































































































える風景︑あるいはテレビの画面といった︑あらゆる﹁動く映像﹂によって喚起され 知覚に内在する要因として定義される︒ラマーはヴィリリオの論理を忠実に解釈し︑ ﹁シネマティズム﹂の説明を企てている︒すなわち ﹁シネマティズム﹂は二つの重要な機能を果たし いるのだ︑と︒まず一つめ ︑見る主体に対して︑世界そのものを注意深く監視し︑それをコントロールすることができるという意識を与える役割︑そ もう一つは︑実際にはその見る主体と見られる対象との距離を崩壊させるという役割である︒デカルト的な合理性と科学技術論に内在する合理性に基づくヴィリリオ 概念﹁シネマティズム﹂ 一つの尺度としながら︑ラマーは日本のアニメーションを精査し︑そこに見出すこと でき 異なる効果を﹁アニメティズム﹂と呼ぶ︒ ﹁アニメティズム﹂は︑単にそこにある画像を異なる方法で認知するだけではなく︑こういった技術 ついて異なる考え方を想起させたり︑あ い そういった状況に存在するための異なる方法 提示する︒彼は﹁アニメティズム﹂ 特徴を︑一つのイメージを複数の平面へ分化するこ であり︑そ 結果て多数の平面を合わせたイメージとして現れ も ある︑と 論づけ いる︒本書 読み がら︑ある種の解放感を感じた︒アニメについて語る時︑あるいは日本の映画について語る時 それら メディアを形成す 技術を主眼に思考 展開す ことによって︑ここで分析の対象となっている数々のテクストは いったんは押し込め
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